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第２回津別町議会定例会『行政報告』 

本日ここに第２回定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

は極めてご多忙のところご出席賜り、厚く御礼申し上げます。 

ただいま発言のお許しをいただきましたので、１２月定例会後の

行政報告を申し上げます。 

 

はじめに、誠に残念な報告でありますが、去る１月１２日、津別

町消防功労者、自治功労者 溝渕成
しげ

能
よし

様がご逝去されました。故人

は、永年、消防団員、交通指導員として、地域の防災、交通安全活動

に多大なご貢献をいただいたところであります。生前中の数々のご

功績に対し、衷心より敬意と感謝を申し上げますとともに、安らか

なご冥福をお祈り申し上げる次第であります。 

次に、令和３年成人式についてでありますが、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため延期しましたが、感染対策を講じながら、５

月２日（日）に開催することとして準備を行っているところです。

成人式に出席することができない新成人の方やご家族の方々に視聴

していただけるよう、ＬＩＶＥ配信を行う予定です。なお、新成人

の方々には、今後の感染状況によっては再延期となることもお伝え

し、取り進めてまいります。 
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次に、寄附についてでありますが、１月２８日、小林ニットウェ

ア株式会社様より、新型コロナウイルス対策の支援として、大リー

グで活躍中のダルビッシュ有投手の最多賞記念オリジナルマスクと

同様の布を使用した、マスク３００枚のご寄附をいただいたところ

であります。ご厚志に深く感謝を申し上げますとともに、ご趣旨に

沿って有益に使用させていただく所存であります。 

次に、高齢者に対するお祝いについてでありますが、１月５日に

大石ひさ子様、１月２０日にカズエ様が１００歳の誕生日を迎え

られましたことから、今後とも益々のご健勝を願い、記念品を贈り

祝意を表したところであります。 

次に、津別病院院長 相澤誠氏の離町についてでありますが、相

澤誠氏は、平成１０年に津別病院に赴任され、通算２０年の永きに

わたり本町の地域医療に携わられ、津別病院の機能充実や医師確保

にもご尽力されてこられました。また、本町の保健、医療、福祉の

分野におきましても積極的に関わっていただき、数多くの公職を歴

任され、町民から厚い信頼を受ける先生でありました。 

この度、２月末をもって津別病院院長を退任されるにあたり、２

月２６日、丸玉木材本社、病院関係者など、多くの方々の見送りを

受け離町されました。これまで、本町の地域医療を支えていただき
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ましたご功績に対し、改めて深く感謝を申し上げますとともに、今

後とも健康に十分留意され、ご活躍されますことを願うものであり

ます。 

次に、北海道大学公共政策大学院との包括連携協定締結について

でありますが、これまで同大学院の公認サークルであるＨＡＬＣＣ

（ハルク）との連携事業を続けてきたところですが、この取組が地

域への社会貢献をより大きく展開させたいとする大学院側の意向と

重なり、昨年８月に連携協定締結の打診を受けたところです。締結

式はコロナ禍の下、２度延期となりましたが、この度３月８日に、

遠藤乾
けん

公共政策大学院院長が来町され、津別町との間で締結式を執

り行いました。今般の協定締結を機に、更なる連携体制の強化を図

り、本町のまちづくりと大学院の研究発展に資する活動の充実を目

指してまいります。 

次に、建設工事等の発注状況についてでありますが、３月１日現

在、 

○ 一般土木工事関係については、一般廃棄物最終処分場既設重

機車庫地盤整備工事 他３２件 

３４０，２８８千円（１００．０％） 

○ 一般建築工事関係については、津別小学校トイレ等改修工事 
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他１８件        １４３，１５２千円（１００．０％） 

○ 簡易水道・下水道工事関係については、東岡地区個別排水処

理浄化槽設置工事 他１５件 ４１８，１５４千円（８９．３％） 

○ 設計等委託業務関係については、上里地区小水力発電機実施

設計業務 他２７件    １８６，９４４千円（１００．０％） 

であり、令和２年度予算分について総額１，０８８，５３８千円で 

９５．６％の発注率となっており、簡易水道、下水道工事の一部を

残し、発注を終了しております。 

 

なお、今議会におきまして、人事案件、条例制定及び新年度予算

等の議案を提出いたしますので、慎重にご審議の上、原案にご協賛

賜りますようお願い申し上げ行政報告といたします。 


